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「プロキシー」とは？

WWWブラウザーの環境を自分で設定し

たことのある方なら、一度は「プロキシー

（proxy）」という言葉を目にしたことがあ

るのではないでしょうか。図1はネットスケ

ープナビゲーターにおける「Proxy設定」

の ウ ィ ン ド ウ で す 。「 FTP Proxy」、

「Gopher Proxy」、「HTTP Proxy」などの

項目が見られます。

WWWの関連の話題で「プロキシー」と

いえば、「CERN Proxy HTTPプロトコル」

のことを指すのですが、単なる「proxy」

という英単語は「代理」という一般名詞で

しかなく、インターネットの世界では

WWWに限らず昔から一般的に使われてき

た用語でした。ですから、堅いことをいえ

ば「突然に『プロキシーサーバー』とだけ

いうのは、何の代理サーバーのことなのか

曖昧なので適切でない」ということになり

ます。しかしここでは「プロキシー」とい

えばWWWとそれに関連するものを指すも

のとしましょう。

プロキシーサーバーの本来の役割

WWWにおけるプロキシーのメカニズム

は、当初ファイアウォールのあるサイトで

必要なものとして考案されました。企業な

どネットワークのセキュリティーを重視す

るサイトでは、インターネットと社内のネ

ットワークとの出入口のところに「ファイ

アウォール」と呼ばれるソフトウェアを置

いています。ファイアウォールを置けば、悪

意のある者が外部のネットワーク（インタ

ーネット）からサイト内部のネットワーク

へ侵入することを防げます。しかしそれと

同時にサイト内部のネットワークから外部

のネットワークへも接続できなくなってし

まいます。

電子メールやネットニュースなどのサー

ビスは、サイト内のメールやニュースのサ

ーバーがデータを蓄積し、各利用者はその

サーバーにアクセスして使うのでファイアウ

ォールが置かれた環境でも利用上は問題に

はなりません。しかしFTPやTELNET、そ

してWWWのように、ファイアウォールの

内側になるホスト

から外部のサイト

のサーバーへ直接

接続して利用する

アプリケーションで

は、ファイアウォ

ールは障害になり

ます。

この障害を乗り

越えるために、昔

は利用者がファイ

アウォールのあるホ

ストにいったんログ

インして、そこからTELNETコマンドや

FTPコマンドを使うという方法が採られて

いました（図2）。この方法では信頼できる

一部の利用者だけにファイアウォールのホ

ストのアカウントが与えられていました。し

かしWWWなどの普及により、誰もがその

ような権限を欲するようになりました。ま

たWWWでは従来からあるFTPコマンドな

どとは違って、一度ファイアウォールのホ

ストにログインしておいてから、FTPコマ

ンドをたたいて…、という使い方はできま

せん。そこで、ファイアウォールのあるホ

ストにWWWなどの通信を中継するサーバ

ーを置き、安全なものだけを自動的に中継

し、サイト内のホストとサイト外のホスト

とを接続するという方法が考案されました。

これが「プロキシーサーバー」です。

インターネットの爆発的な普及によって、ネットワークのトラフィックは増大している。そのため、WWWでつぎのページにアクセス

しても、読み込みに時間がかかることも多く、イライラしてしまうケースが多い。そのようなとき、WWWブラウザーでプロキシ

ーサーバーの設定をするだけで、いままでよりいくぶん快適なアクセスができる可能性が高い。しかしプロキシーサーバーについて

はいままで十分に解説されたこともなく、どのように設定してよいかもわからない人も多いだろう。ここではプロキシーサーバーの

理解を深め、正しい設定をすることで、ネットワークトラフィックの軽減と快適なアクセスをするためのハウツウを紹介しよう。
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プロキシーサーバーの仕組み

プロキシーサーバーを利用しない場合、

WWWブラウザーはURLで指定された

WWWサーバーのホストに直接接続してデ

ータを得ます（図3-a）。これに対して、プ

ロキシーサーバーを利用する設定がされて

いる場合には、WWWブラウザーは設定さ

れたプロキシーサーバーに対して接続をし

ます（図3-b）。このとき、WWWブラウザ

ーはプロキシーサーバーに対して「どこの

WWWサーバーホストのデータが欲しいか」

をURLで指定します。するとプロキシーサ

ーバーは、その指定されたホストへの接続

を確立し、両者の間の通信を中継します

（図3-c）。

日本における特殊事情
～漢字コード変換の機能～

ここまでの説明からすると、ファイアウ

ォールのないサイトの利用者には無縁の話

のように思うかもしれません。実際、イン

ターネットサービスプロバイダーの個人向

けダイヤルアップ接続サービスを利用して

いる方や、大学で利用している方の中には、

ファイアウォールの内側を経験したことの

ない方も多いでしょう。ところが、インタ

ーネットブームの幕開けであった94年暮の

時点では、「ファイアウォールがなくともプ

ロキシーサーバーはなくてはならない」とい

う時期がありました。

当時、時代の最先端（?）であったWWW

は日本語への対応が遅れていました。

UNIXのWWWブラウザーであるNCSA

Mosaic for X Windowはソースコードが公

開されていたため、早くから日本語表示を

可能とするためのパッチが作成されていま

したが1、マッキントッシュやウィンドウズ

などのWWWブラウザーはソースコードが

公開されませんでした。しかし、表示用の

フォントを日本語フォントに変更すること

ロ
グ
イ
ン
す
る
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図2ファイアウォールのホストにいったんログインしてそこからFTPコマンドを使う方法

で、パソコンの内部コードであるシフトJIS

（MS漢字とも呼ばれる）で書かれたWWW

ページであれば表示させることは可能でし

た（マッキントッシュではリソースにパッチ

をあてることで可能でした）。しかし、当

時、すでに日本のWWWサーバーには、シ

フトJIS以外の漢字コードである、EUC-JP

やISO 2022-JP（いわゆるJIS）で書かれた

ページも多数存在しており、それらのペー

ジの日本語を表示させることができません

でした。

しかし、この問題はプロキシーサーバー

上で漢字コード変換をすることによって解

決できるものでした。WWWブラウザーで

プロキシーサーバーを利用する設定をして

いると、WWWブラウザーとWWWサーバ

ーとの間の通信はすべてプロキシーサーバ

ーを経由することになります。そこでその

中継データのすべてに対して漢字コード変

換（たとえばシフトJISに変換する）を施

してやることで、日本語対応の十分でない

ブラウザーでもほぼ問題なく日本語表示が

できるのです2。

図3 -a  WWWのアクセス方式。プロキシーを設定し
ない場合（ファイアウォールがない場合）

図3-b   WWWのアクセス方式。プロキシーを経由さ
せたアクセス（1）

図3-c   WWWのアクセス方式。
プロキシーを経由させたアクセス（2）

1 NTTの高田敏弘氏らによる。
http://www.ntt.jp/Mosaic-l10n/
2このあたりの詳しい事情については「Macintosh用
WWWブラウザーの現状」ht t p : / /www . t o ka i -
ic.or.jp/WWW/Macintosh/browsers.htmlなどにまと
められています。
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漢字コード変換のための
「DeleGateサーバー」

プロキシーサーバーを開発することは、

日本語対応のWWWブラウザーを新たに作

成するより簡単であったためこの手法は有

効でした。しかし当時はUNIX用のプロキ

シーサーバーしか存在しませんでした。

UNIXを自由に利用できる環境にないパソ

コンユーザーにとっては、誰かに漢字コー

ド変換用のプロキシーサーバーを用意して

もらうしかありませんでした。

そこで東海インターネットワーク協議会

（TIC）では、94年秋に誰でも接続できるプ

ロキシーサーバーを用意しました。当時、

漢字コード変換機能を持つプロキシーサー

バーには、いくつかのものが存在していまし

たが、高速に動作するDeleGate3を使用

し、「公衆DeleGateサーバー」4として、ネ

ットニュースなどでお知らせしました。創

刊当初の本誌でも、日本語表示のための方

法としてこのことが紹介されています。

このTICの「公衆DeleGateサービス」の

利用件数は予想をはるかに超える勢いで増

大していきました。95年春の時点で一日

8,000件を超える利用がありました。もちろ

んこのサービスはTICの回線を使用するた

め、TICにとっても負担になりつつありま

した。そんな中、ネットスケープナビゲータ

ーがバージョン1.1から日本語に対応すると

発表されました。ベータ版の時点では日本

語対応にやや不完全な部分があったものの、

1.1Nでは十分使用に耐えるものとなりまし

た。この時点で、ネットスケープを使う限り、

漢字コード変換のためにプロキシーサーバ

ーを使用する必要はなくなりました。

これによって公衆DeleGateの利用件数

は減少していくだろうと、TICでは予測し

ていたのですが、実際にはいっこうに減り

ませんでした。たしかに、ネットスケープ以

外のブラウザーにはいまでも漢字コード変

換を必要とするものがあります。しかし、

TICの公衆DeleGateに接続してくるブラウ

ザーの統計をとってみたところ表1のような

結果となりました。この中で「Mozilla」と

あるのがネットスケープナビゲーターです。

1、4、5位などにランクされているネットス

ケープは漢字コード変換を必要としないも

のです。そして2位にランクされているネッ

トスケープ1.0Nは古いバージョンのもので

す。このことからご利用の大半は必ずしも

必要でないものではないかと考えられます。

キャッシュ目的での利用
～より快適なアクセスのために～

ファイアーウォールのない環境でプロキ

シーサーバーを利用する意義には、漢字コ

ード変換の他に、キャッシュの利用があり

ます。WWWにおけるキャッシュとは、い

ったんアクセスしたページのデータはそのま

まディスク上に保存しておいて、その後同

じページへのアクセスがあった際にはWWW

サーバーへの接続はせず、保存しておいた

データを使用するというものです（図4）。

最近のWWWブラウザーには、このキャ

ッシュ機能を持つものがあります。ブラウ
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プロキシーサーバー 

GET
http://www.B.or.jp/dir/index.html

WWWブラウザー 

プロキシーサーバー 
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キャッシュ 

同じURL

WWWブラウザー 

プロキシーサーバー 

http://www.B.or.jp/dir/index.html

http://www.B.or.jp/dir/
index.htmlのデータ

WWWブラウザー 

プロキシーサーバー 

GET
http://www.B.or.jp/dir/index.html

WWWブラウザー 
WWWサーバー 

 

図4プロキシーサーバーでのキャッシュ

1. 1回目のアクセス

2. キャッシュに保存される

3.  2回目のアクセス

4. キャッシュ上のデータが返されwww.B.or.jpには
アクセスしない。

3電子技術総合研究所の佐藤豊氏による。
ftp://etlport.etl.go.jp/pub/DeleGate/
4delegate.tokai-ic.or.jp:10080

表1. TIC公衆DeleGateご利用ブラウザーランキング（95年7月）

順位 件数 割合 ブラウザーの種類
1 72153 29.6% Mozilla/1.1N （Macintosh; I; 68K）
2 28321 11.6% Mozilla/1.0N （Macintosh）
3 26268 10.8% EI*Net/0.1  libwww/0.1

4 25996 10.7% Mozilla/1.1N （Macintosh; I; PPC）
5 18380 7.5% Mozilla/1.1N （Windows; I; 16bit）
6 12347 5.1% MacWeb/1.00ALPHA2.2  libwww/2.13

7 6760 2.8% MacWeb/1.00ALPHA3.2  libwww/2.17

8 5854 2.4% NCSA Mosaic for the X Window System/2.4 （L10N-2.4.0）
9 5294 2.2% Mozilla/0.9 Beta （Windows）

10 4857 2.0% Mozilla/0.93 beta （Macintosh）
11 3452 1.4% MacMosaicB6  libwww2.09

12 3181 1.3% Mozilla/1.1N （Windows; I; 32bit）
13 1872 0.8% WinMosaic/Version 2.0 （ALPHA 2）
14 1811 0.8% NCSA Mosaic（tm） for Windows/Version 2.0 （ALPHA 7）
15 1713 0.7% AIR_Mosaic（16bit）/v3.10.06.07
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ネットスケープ1.1Nの場合
1.「Options」メニューから「Preferences」を選びます。
2.ポップアップメニューから「Proxies」を選びます。
3.図Aのようなウィンドウが表示されるので、「HTTP Proxy」
「Gopher Proxy」「FTP Proxy」それぞれの項目につい

て、プロキシサーバーのホストとポート番号を入力します。

図の例は、プロキシーサーバーのホストが「proxy.provider

.or.jp」ポートが「10080」の場合の設定です。

4.OKボタンを押して設定ウィンドウを閉じます。

ネットスケープ2.0の場合
1.「Options」メニューから「Network Preferences」を
選びます。

2.「Cache, Connections, Proxies」とある見出しの中か
ら、「Proxies」をクリックして選びます。

3.図Bのようなウィンドウが表示されるので、「Manual
Proxy Configuration」を選択して「View」ボタンを押

します。

4.右下のウィンドウが現れるので、「HTTP Proxy」「Gopher
Proxy」「FTP Proxy」それぞれの項目について、プロキ

シサーバーのホストとポート番号を入力します。

5.OKボタンを押して設定ウィンドウを閉じます。

ネットスケープナビゲーターのプロキシーの設定の仕方はつぎのとおり。設定すべきプロキシーサーバー

のアドレスは、表2（205ページ）を見て、適切なものを選択すること。一般に自分の所属するイン

ターネットサービスプロバイダー、または組織が提供するものを選択するとよい。もし、そこに用意され

ていない場合は「ネットワーク的」に自分のホストに近い位置にある一般公開されているプロキシーサ

ーバーを使うことになる。

もし、そのいずれも適切なものがない場合は、なにも設定しないのが望ましい。無理に設定するとネッ

トワーク全体のトラフィックを増加させたり、サーバーのパフォーマンスを低下させ、結局、アクセスが

遅くなるだけである。

C O L U M N

その他のブラウザーにおけるプロキシー設定の方法は、つぎ

のような文書が参考になります。

「Mac用WWWクライアントの設定マニュアル」

http://www.etl.go.jp/People/yamana/www-clients-for-

mac.html

S電子技術総合研究所の山名早人氏による。

「Windows用WWWクライアントの設定マニュアル」

http: / /www.phys.s .u- tokyo.ac. jp/ local /www/

HowToWinMosaic.html

Sネットワンシステムズの白橋明弘氏による。

この中の第3章「Proxy serverについて」にも、プロキシー

サーバー利用上のマナーなどについて述べられています。
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ザーを動かしているコンピュータのディスク

上に、一度読み込んだページのデータを保

管しておくというものです。しかし個人で

キャッシュのために割けるディスク容量は

せいぜい数メガバイト程度でしょう。それ

に対し、プロキシーサーバー上でキャッシ

ュをする場合には、皆で共同で利用するも

のであるため、数百メガバイト以上の容量

を確保できる場合があります。また、皆で

利用するため、誰かがすでにアクセスした

ページならば、自分では初めてであっても、

元のサーバーにアクセスすることなくデータ

が得られるため、アクセス応答が早くなる

と期待できます。

このような、応答を早くするためにプロキ

シーサーバーを利用することは、そのプロキ

シーサーバーが、ネットワーク的に近いとこ

ろにあるということが前提です。もし公衆

DeleGateをこのような目的で利用するとし

たら、それはかえって逆効果になる可能性

が大きいといえます。ネットワーク的に遠く

にあるプロキシーサーバーを利用する設定

で、すぐ近くのWWWサーバーにアクセス

すると、わざわざ遠くのプロキシーサーバー

を遠回りした通信がなされてしまいます（図

5）。

漢字コード変換が必要でなくなった現在

でも、このようなキャッシュ目的で利用す

る価値があるプロキシーサーバーですが、ユ

ーザーは各サイトに用意されているプロキ

シーサーバーを利用すべきです。このこと

は、インターネット全体の通信トラフィッ

クを軽減するためだけでなく、ユーザー自

身にとっても快適にインターネットサーフ

ィンを楽しむためでもあります。

表2に、主要なインターネットプロバイ

ダーにおけるプロキシーサーバー準備状況

の一覧を示します。「どうもWWWブラウ

ザーのアクセスが遅い」と感じている方は、

いま一度、ブラウザーのプロキシー設定を

ご確認ください。もし遠くの公衆プロキシ

ーサーバーを使用する設定がなされていた

ならば、接続しているプロバイダーが提供

しているプロキシーサーバーに変更してみ

てください。必ず応答が早くなるはずです。

プロキシー設定の変更方法についてはコラ

ム1をご覧ください。

HTTP以外のプロキシーサーバー

WWWブラウザーのプロキシーサーバー

の設定のところに「FTP Proxy」、「Gopher

Proxy」という項目がありますが、これは

どのようなものでしょうか。ほとんどの

WWWブラウザーは、HTTPだけでなく

FTPやGopherサーバーへアクセスする機能

も持っています。URLの先頭が「ftp://」

であるならば、ブラウザーはFTPプロトコ

ルによってFTPサーバーにアクセスします。

アクセスした結果返されたファイル一覧の

情報を、ブラウザー自身がレイアウトして

表示しています。これに対し、FTP Proxy

を使用する設定がなされている場合には、

ブラウザーはHTTPプロトコルでプロキシー

サーバーにアクセスし、プロキシーサーバー

がFTPプロトコルでFTPサーバーにアクセ

スします。このときプロキシーサーバーに返

されるファイル一覧などの結果は、HTML

で書き換えられてWWWブラウザーに返さ

れます（図6）。プロキシーサーバーには、

このようにプロトコル変換の機能を持つも

のがあります。

一方、FTPをFTPのまま中継するプロキ

シーサーバーもあります。これはファイアウ

ォールの中から、FTPクライアントで外の

FTPサーバーに直接接続したいときに必要

な機能です。少々混乱しますが、WWWに

おける「FTP Proxy」と区別してこれを

「プロキシーFTPサーバー」などと呼びま

す。DeleGateにはこの機能があり、使い

方は、FTPクライアントでFTPサーバーと

図6 プロキシーサーバーによるプロトコル変換（FTP Proxy）

公衆 
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ftp://ftp.D.or.jp/pub

WWWブラウザ WWWブラウザ 

ftp.D.or.jp
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図5 ネットワーク的に自分から離れているプロキ
シーサーバーを利用すると効率が悪い

A プロキシーを使用しない場合 B プロキシーを使用する場合
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してこのプロキシーFTPサーバーを指定し、

usernameとして「username@host」

（「host」が本当にアクセスしたいFTPサー

バー）を指定します（図7）。同様にTELNET

を中継するプロキシーTELNETサーバーも

あります。このように、一口に「プロキシ

ーサーバー」といっても、どのプロトコルを

どのプロトコルで中継するかの組合わせに

よってさまざまの種類があり得ます。

DeleGateにはNNTP、SMTP、POPプ

ロトコルの中継機能があります。SMTP

（メール送信）やPOP（メール受信）のサ

ーバーは通常、サイト内に用意されている

ので、ファイアウォールのあるサイトでもこ

れらの中継機能は本来必要ではありません。

しかし漢字コード変換などの目的で利用す

る価値のあるものです。

WWWブラウザーの多くにはメールを送

信する機能や、ネットニュースを読み書き

する機能が付いています。しかしこれらの日

本語への対応はやはり遅れています。イン

ターネットでは、メールやニュースの記事は、

漢字コードがISO 2022-JPでなくてはならな

いと決められています。ネットスケープ1.1N

ではWWWブラウザーとしての機能は日本

語に対応したものの、メールやニュースの機

能にはバグが多く、そのまま使用すると文字

化けが生ずる場合がありました。そのよう

なとき、ニュースサーバーやメールサーバー

として、このプロキシーNNTP、SMTPサー

バーを使用すれば、プロキシーサーバー上で

正しく日本語コード変換をしてくれます。

このような使い方はWWWブラウザーだ

けにかぎりません。メールやニュースリーダ

ーなどの最新のインターネットツールの多く

は、欧米で開発されるため日本語対応は遅

れがちです。そのなかには、漢字コード変換

だけで使用できるものもあります。たとえば

マッキントッシュ用のオフラインニュースリ

ーダーであるNewsHopper 1.1は、大変使い

勝手がよいが日本語に対応していないとい

うものでした。しかし漢字コード変換機能

付きプロキシーNNTPサーバーを通すこと

により、日本語を利用できました5（図8）。

しかしこのようなプロキシーサーバーまで

用意しているサイトは少ないようです。ま

た、一般に公開されたNNTP、SMTPサー

バーというのもあまりありません。NNTP

サーバーの公開はネットワークトラフィック

上非効率であり、SMTPサーバーの公開は

セキュリティ上問題があるためです。そのた

めマッキントッシュにはマッキントッシュ上

news.E.or.jp

ニュースサーバー 

シフトJIS

ISO-2022-JP

ISO-2022-JP

シフトJIS

NNTPプロトコル 

NNTPプロトコル 

ニュースサーバーとして 
proxy.E.or.jpを指定する ニュースリーダー 

漢字コードを変換する 
proxy.E.or.jp

プロキシーサーバー 

図8プロキシーNNTPサーバーの例

■会員の問い合わせ時に公開･････IBMインターネット、mesh、東京インターネット、
アスキー・インターネット、シナプスインターネット、ガリバーインターネット

■会員にのみ公開 ･････NISインターネット、日本インフォサイト、CRインターネット、
M-bird、スペック、PTOP、Aoi-net、ネスク・インターネット、NEWCOARA

表2インターネットサービスプロバイダーのプロキシーサービス状況一覧（注意：これらのプロキシーサーバーは各プロバイダーの会員にのみ公開されています）

プロバイダー名 サーバー名 ポート 漢字コード キャッシュ 使用サーバー種別
spin proxy.spinnet.or.jp 9090 シフトJIS 2G 非公開

9080 JIS
9070 EUC
8080 無変換

IIJ proxy.iijnet.or.jp 8080 無変換 1.3G CERN Proxy HTTPD/DeleGate
8090 シフトJIS
8091 EUC 
8092 JIS

InfoWeb proxy.infoweb.or.jp 8080 無変換 － CERN Proxy HTTPD/DeleGate
10080 シフトJIS なし

ITJIT delegate.itjit.ad.jp 8080 無変換 － CERN Proxy HTTPD/DeleGate
8081 シフトJIS
8082 EUC

U-net SURF proxy.netsurf.ad.jp 8080 無変換 － 非公開
京都インターネット proxy.kyoto-inet.or.jp 80 無変換 2G CERN Proxy HTTPD/DeleGate

8080 シフトJIS
8081 EUC

IFNET proxy.ifnet.or.jp 8000 無変換 1G CERN Proxy HTTPD
リムネット （東京第1） delegate.st.rim.or.jp 10080 無変換 － CERN Proxy HTTPD/DeleGate

（横浜） delegate.yk.rim.or.jp 10081 EUC
（大阪） delegate.yo.rim.or.jp 10082 JIS
（名古屋） delegate.na.rim.or.jp 10083 シフトJIS
（福岡） delegate.hf.rim.or.jp
（新潟） delegate.on.rim.or.jp
（神戸） delegate.kh.rim.or.jp
（仙台） delegate.sm.rim.or.jp
（東京第2） delegate.kt.rim.or.jp

ガルフインターネット（大阪） proxy.gulf.or.jp 8080 無変換 500M CERN Proxy HTTPD/DeleGate
（美原） proxy2.gulf.or.jp 70M
（奈良） proxyna.gulf.or.jp 400M

ガンセキ proxy.ganseki.or.jp 8080 無変換 250M CERN Proxy HTTPD

プロバイダー名 サーバー名 ポート 漢字コード キャッシュ 使用サーバー種別
ネットラピュタ www.NetLaputa.or.jp 10080 シフトJIS 1G DeleGate 

10081 EUC
10082 JIS
10101 CII

山梨インターネット www.yin.or.jp 8080 無変換 20M NCSA
Sainet proxy.sainet.or.jp 8080 無変換 500M CERN Proxy HTTPD
ラボネット fauchon.fujisawa-noc.labnet.or.jp 10080 シフトJIS 500M DeleGate

10090 EUC
Inforyukyu proxy.ryukyu.ad.jp 10081 シフトJIS 1G DeleGate

10080 無変換
ベンチャーウェブ proxy.venture-web.or.jp 8080 無変換 100M CERN Proxy HTTPD

18080 シフトJIS なし DeleGate
インターネットWIN super.win.or.jp 10082 無変換 700M DeleGate

10080 EUC
10081 シフトJIS

JETON www.jeton.or.jp 9080 EUC － 非公開
虹ネット prox.niji.or.jp prox1.niji.or.jp 8080 無変換 2G CERN Proxy HTTPD/DeleGate
CYBORG cml.cyborg.or.jp 9999 無変換 1.7G DeleGate
シーフォーク 202.247.35.1 8080 無変換 － CERN Proxy HTTPD
エム・シー・インターネット 202.230.19.2 8000 無変換 － CERN Proxy HTTPD/DeleGate

8070 JIS
8080 シフトJIS
8090 EUC

インターネット互助会横浜 proxy.imasy.or.jp 8080 無変換 40M CERN Proxy HTTPD
BEKKOAME delegate.bekkoame.or.jp 10080 無変換 － Netscape proxy/DeleGate
tcp-ip delegate.tokai-ic.or.jp 10080 シフトJIS － DeleGate

18080 EUC －
30080 CII －
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で動作する、漢字コード変換機能付きプロ

キシサーバーMacProxy+6があります。た

だ、ひとつのマッキントッシュ上でクライア

ントとプロキシーサーバーとを同時に動作

させることは処理速度などに難があるため、

やはりDeleGateによるサーバーを利用した

方が快適です。各プロバイダーにおけるこれ

らのサポート状況は表2に示してあります。

また、DeleGateのプロキシーNNTP、

SMTP、POPサーバーでは、記事のヘッダ

のMIMEデコード/エンコード機能も持っ

ています。MIMEヘッダ非対応のメールツ

ールやニュースリーダーで日本語のサブジ

ェクトを表示させるために利用できます。

5現在では日本語対応版のNewsHopper1.2がリリー
スされています。http://www.demon.co.uk/sw15/
6筆者自身による。
http://www.center.nitech.ac.jp/MacProxyPlus/

新しいプロキシーサービス

DeleGateには他にもファイアウォール越

え以外の目的で利用できる、便利な機能が

あります。そのうちのいくつかを紹介します。

●CII（Character by Inline Image）7

日本語の文字列をインライン画像に変換

して中継するプロキシーHTTPサーバーで

す。日本語の文字セットがXBMないしGIF

の画像データで用意されており、HTML中

の日本語文字が、その画像データを指す

<IMG SRC="...">のタグに置き換えられま

す。オペレーティングシステム自体が日本

語に対応していない環境でも日本語を表示

させることができるという、究極の日本語

化技法です。

TICでも試験的にこのプロキシーサーバ

ーを公開しています8が、画像転送の通信

コストが大き過ぎるので、試験的な利用に

止め、継続してのご利用はご遠慮ください。

また最近では、CIIに多国語化の改良が

試みられており、日本語に加えて、キリル

文字、ギリシャ文字、ヘブライ文字、韓国

語、中国語、アラビア語、エチオピア語、

ベトナム語などを同時に表示できるように

なっています。

7 ブルガリアのValentin Shopov氏（http://baka.a
ubg.bg/）によるライブラリーを使用。多国語化は京都
大学の北内啓氏（http://www.i.h.kyoto-u.ac.jp/
̃ k i t a u c h i /）による。これらのライブラリーは、
DeleGateの配付パッケージに含まれている。
8 delegate.tokai-ic.or.jp:30080

●CN2JP9

中国語の文字コード（Big5、GB、HZ）

をほぼ対応する日本語の漢字コードに変換

して中継するプロキシーHTTPサーバーで

す。日本語表示可能な環境で中国語をそ

れなりに表示させることができます。

DeleGate開発者の電子技術総合研究所の

佐藤豊氏により試験的にこのサーバーが公

開されていますq。

9 大阪大学の魏世杰（Seke Wei）
氏 に よ る 変 換 フ ィ ル タ ー
（gopher://draco.sys.es.osaka-
u.ac.jp: 1234/11/software/misc）
を使用。DeleGateの配付パッケー
ジに含まれている。
q wall.etl.go.jp:7080（「実験的な
公開であり予告なく中止することが
ある」とのことです。）

●NNTP/HTTPゲートウェイ

NNTPをHTTPに変換し

て中継します。ニュースリー

ダーの機能（グループ一覧や

記事一覧、記事の表示）が

DeleGate上で処理されるよ

うなものです。レイアウトされたニュースグ

ループ一覧、記事一覧などがHTMLで記

述されてWWWブラウザーに返されます。

WWWブラウザーはそれをただ表示するだ

けです。

開発者の佐藤氏により試験的にこのサー

バーが公開されています。これはプロキシ

ーサーバーではありません。そのままWWW

ブラウザーでURL:http://www.etl.go.jp/

net/news/にアクセスしてください。「これ

は実験的な公開であり予告なく中止するこ

とがある」とのことです。

一般に公開されたNNTPサーバーが数少

ないのには、ニュースリーダーによっては多

量の通信を伴うものがあるため、ネットワ

ークトラフィック的に効率がよくないとい

う理 由 がありました。 しかしこの

NNTP/HTTPゲートウェイへのアクセスは

HTTPによるため、ブラウザーがキャッシュ

機能付きプロキシーHTTPサーバーを設定

していれば、ニュース記事や記事一覧が

WWWページと同じようにキャッシュされ

ることもあり、効率的にニュースサーバー

を公開することができます。

TICの公衆DeleGateの今後
について

TIC内部では「漢字コード変換のための

公衆DeleGateは、もう必要でなくなった

のでやめよう」という意見も出ていました。

これは、実際には必要でないアクセスが大

半を閉めていたからです。しかし、今後も

新しいブラウザーが現れた際の試験用など

として存在する価値はあると考え、継続す

る方向で検討しています。そのためには、

ご利用の皆様のご協力が必要です。いま一

度ブラウザーのプロキシー設定をご確認頂

き、不要な設定は外していただけますよう

よろしくお願い申し上げます。また今後も、

DeleGateの新しい技術をできるだけ早く公

開、提供していくことを検討しています。

% ftp delegate.somewhere.or.jp
Connected to delegate.somewhere.or.jp.
220-extended FTP [MODE XDC] （1） delegate-somewhere
220- delegate FTP server （UNIX（r） System V Release 4.0） ready.
220
Name （delegate.somewhere.or.jp:takagi）: anonymous@ftp.tokai-ic.or.jp
331-- USER for anonymous@ftp.tokai-ic.or.jp.
220-  This is FTP archive server at FTP.TOKAI-IC.OR.JP [202.13.58.19]
220-  -- TOKAI INTERNETWORK COUNCIL --
（中略）
331- Guest login ok, send your complete e-mail address as password.
331--  @ @
331  \（ - ）/ -- { connected to ̀ ftp.tokai-ic.or.jp' }
Password:
230-
**********************************************************************
**
230-  Welcome, archive user.  You are connecting to Nagoya, Japan.
（中略）

図7プロキシーFTPサーバーの例
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